令和８年度　岸和田市市展委員会　第２回委員会本会　会議録
	1．名称
	令和８年度　岸和田市市展委員会　第２回委員会本会

	2．開催日時
	令和８年８月28日（金）午前９時30分～午前11時30分

	3．開催場所
	岸和田市立文化会館　創作実習室２

	4．公開・非公開の別
	公開

	5．出席者
	西村委員長、帯野副委員長、山本委員、仲村委員、田中委員
中村委員
　　　　　　　　　　　　　　　以上６名

	6．欠席委員
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	田宮課長、田中担当員、結城担当員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上３名

	8．傍聴者
	なし

	9．次第
	1.開会
2.委員長挨拶
3.案件
①今年度（第77回）の市展について
　・実施結果報告
②奨励賞について
③来年度（第78回）の市展について
④各部門の継続について
⑤その他
　　　
4.閉会

	会議録承認
	令和８年９　月　19　日　承認










1. 
開会　　　田宮課長よりあいさつ

1. 委員長挨拶　　　西村委員長より挨拶（進行）

1. 案件
(１) 今年度（第77回）の市展について
〇実施結果報告　→資料１・２
・出品者数・出品点数・入場者数を報告。

○その他の報告
	①写真部門において、「加工が疑われる写真が出品されている。加工の有無を判断するため、
データを提出させるべき」と、事務局に連絡があった。写真部会の山本委員に相談後、「今年度より加工の有無および規格内の加工であるかを書面で提出いただいていること、知見のある複数名の審査員が審査している。」と回答。
他の部門でも、出品作品に関する問い合わせがあれば、適宜対応の協力をいただきたい。
②洋画部門、書部門、日本画部門において、規格外等の作品があり、返却した。
　　⇒ 質問等、特になし。

(２)奨励賞について
〇実施結果報告　→資料３
・創設から３年経過したため、実施結果と効果について報告。あわせて、今後の奨励賞の取扱いについて。

＜委員意見＞
・俳画部門 →80歳から俳画を始める人もいるので、40歳未満という設定が厳しいと感じる。
・書部門　 →40歳以上は一人前という認識である。部門によって年齢の認識は異なり、また始める年齢も違う。ただ、奨励賞は必要である。
・写真部門 →奨励賞を継続することに賛同する。若い人が育つには時間がかかるが、育てていくことが重要と考える。

＜委員長意見＞
部門ごとの内規があってはどうかと思う一方で、部門ごとに取扱いが異なる点に疑問があ
る。
⇒現行のまま奨励賞を継続することとした。



（３）来年度（第78回）の市展について
　〇作品規格　→資料４
　　・写真の部　→加工に関する規格をさらに詳細に定めるとともに、生成AIについての規制　を記載する。
＜委員意見＞
　　　　　・書部門 →①帖・巻物は長さのサイズをなくす。
 ②パネル仕上げ可。
この２点を追加したい。
　　　　　・洋画部門 →生成AIを活用している作品も出品可とする公募展等もあるが、現状、規格
への記載は不要である。
⇒作品規格修正案に①帖・巻物は長さを削除、②パネル仕上げ可。この２点を追記する。

（４）各部門の継続について　→資料５
　　　　　資料５は、各部門ごとに一般の出品者数の傾向をまとめたもの。　　　　　
＜委員長意見＞
現在、岸和田市市展は出品者の減少傾向、高齢化が著しく、今後の運営を見直す必要がある。各部門を公募展として安定的かつ適切に開催していくためには、一定数以上の出品が必要であると考えられる。そのため、今後は各部門を開催するための出品人数の最低人数を15名とし、それに満たない場合、翌年以降の開催は休止することを提案する。

＜委員意見＞
・書部門    →各部門の先生方も、市展への出品を促すようPRの努力が必要。また、公募展は、本来は１点の出品が好ましいと考える。
[bookmark: _Hlk239604280]・俳画部門  →俳句をしている人に声掛けをすると、絵を描くことが難しいといわれ、また、絵を学ぶ人は俳句のハードルが高いと言われる。俳画を始めるところまでに至らない。
・日本画部門→日本画を知らない人が増えている。例えば、ワークショップなどがあればPRできると思うものの、日本画を見てもらう機会が少ない。
・書部門　　→文化協会主催の春らんまんに関わっているが、全体の60％程度は、会員外の人が出品している。
　　　　　　
＜事務局意見＞
　例えば、洋画であれば幼少のころより画材に触れ、描く機会もあるが、日本画、俳
画、陶芸など、その機会が限られている。そのため作品を創ること、出品すること自体
ハードルが高い。
マドカホールや浪切ホールではワークショップを開催しているが、それが市展の出品
　　　　を促す効果には至っていない。

・写真部門　→現在、一定の人数はいるが、それでも過去に比べると減少している。本件は次回委員会に継続してはどうか？

　　⇒各部門でそれぞれ検討したうえで第3回委員会で再検討することにする。

（５）その他
事務局
・今後の予定について　→資料６
今年度の受賞作品展は、10月30日（金）から11月３日（火・祝）にかけて開催予定。
10月30日（金）　  午前10時から午後５時
31日（土）　  午前10時から午後５時
11月１日（日） 　 午前10時から午後５時
３日（火・祝）午前９時30分から午後４時

11月３日の「文化の日祝典」で受賞者の表彰

〔次回第３回委員会〕
12月中に開催する予定。内容は「各部門の継続について」、「今年度の受賞作品展及び文化の日祝典についての結果報告」および「次年度の市展委員や募集要領について」

4．閉会








